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セ　　ソ　サ　　ー 固有振動数 減衰 測定位置 測定項目
ジオスペース
Hs＿28＿215 28Hz ■ 管，地盤 加速度
新興BA－O．5L 17Hz 1／〉万 起振器台　　　i 加速度
勝島pK－130 3Hz 10 起振器台 加速度




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































振動数110Hz　　11 12 13 14 15 16 17 18 ！9
計算値　8，6ga1　12，5　　17，9　　29，1　34．5　　4613　　61，3　　79．9　102．9　131．O
実験値　10，0　　　14，9　　24・1　35・5　　52・5　　75，0　　97’5　117．51160－O■195’0
　ロッキソグモデルで計算した水平動の値が管軸直交方向起振時の起振方向成分に比べて大
きかったのは計算で付加質量を見込まなかったため，また上下起振時の計算値が小さかった
のは糾を大きく見積ったためと考えられる．
　（ii）埋設管の振動について
　起振機実験の埋設管のすべての振動について言えることは25m地点からほとんど起振機
の振動を感ぜず，感じても小さいことである埋設管の振動は管軸方向起振ではロッキソグに
よる上下方向の曲げ振動と管軸方向振動であり，管軸直交方向起振では管軸直交方向の曲げ
振動であり，上下方向起振では上下方向の曲げ振動であった．このような実験で曲げ振動が
生じた場合は杭の水平方向加力の式を適用できると考えられる8）．
　管軸直交起振の起振方向の振動成分では，15Hzの振動機の所を見ると固定台の所で約
100ga1，5mの所で約30gal，15mの所で約5ga1であった．杭頭の回転拘束の水平加力の
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　ときの第1不動点はL＝3π／4βであり・βは〉々〃β／4EI，々〃は水平地盤係数，Bは見付
け幅（14cm）である．この式をこの管に適用する．
　加＝1kg／cm3だとβ＝o．o08／cmで，L＝294cmとなる．
　船＝2kgcm3だと，β＝0．0095／cmで，L＝247c血となる．5皿の点は台から3．8m離れ
た所であり，台の所の1／3ほどの振動が出ていることから水平地盤係数船が1kg／cm茗よ
り小さいものと推定される．
　上下方向の振動については上下方向起振のときより管軸方向起振のときの方が大きい値が
出ている．管軸方向起振のとき管もロッキソグの影響を強く受げることがわかる．これに反
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図32地震による埋設管の振動および歪（1975年7月5目）
Fig．32　Vibra七ions　and　s亡rains　induced　by　earthquakes
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　　図33地震による埋設管の振動および歪（1975年8月9目）
　Fig・33　vibra亡ions　and　stユains　jnduced　by　ear士hquakes
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図34地震による埋設管の振動および歪（1975年8月12目）
Fig．34　vibrations　and　s士rains　induced　by　e℃rthquakes
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図35地震による埋設管の振動および歪（1975年8月15目）
Fig．35　▽ibrations　and　strains　induced　by　earthquakes
して上下方向起振は管の振動に大きな影響を与えない．
　管軸方向の振動は管軸方向起振のときが一番大きいが15mから25mの所で振動はゼロ
に近くなっている．すなわち起振力は25mの所まででほとんど地盤に逃げてしまう．なお
この実験の起振力が直接管に作用したとした場合でも歪は15x10■6（20Hzのときの起振力
で）以下である．
　これらのことから構造物に繋がった管について次のようなことが言える．
　（1）構造物の起振により曲げ，および軸力を受ける可能性が大きく，特に構造物がロッキ
　　ソグをする場合管の盛上りたどを起す危険がある．
7．地下埋設管の地震観測について
　この管路を用いて地震観測を行っている．今までに4回ほど地震における管歪を捉えたの
でその波形を図32～35に示す．この波形は管路中央の近くの35m地点の管軸歪，管軸加
速度，地表面管軸方向加速度である．歪波形には他の二つの波形に比べて高振動成分が現わ
れていない．これは歪が速度に比例すると考えられるためであろう．歪の値は4×10－6程度，
地表面の加速度は5ga1～10ga1であった．
あとがき
　埋設深さ約40cm，管長60．5mと現実の埋設管とは違った条件の下での実験であったが，
測定歪量と加速度から推定した波動の伝播速度が地盤のそれと近い値を示していることなど
から，管端部の挙動を除いて，現実の埋設管においてもこの実験と同様の現象が起ると考え
てもよいと思う．しかし，この実験で得られたデータで解明できないものも多く，今後，さ
らに詳細な理論的検討が必要である．
　なお，今回の実験では応用地質調査事務所浦和研究所の協力を得た．特に同所計測係長の
内山氏にお世話になった．また地震観測は当セソター大型実験研究部耐震実験室研究員の木
下繁夫氏によるものである．
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